
マルチメディア文化論 －12－ 

10．インターネットで利用できるサービス   
 
（１）ホームページ（ＷＷＷ World Wide Web） 
 
  ホームページはマルチメディア情報の集まり 
 
  ハイパーテキストとリンク 
 
  ＵＲＬ（Uniform Resource Locators) 
  
  （短大のホームページアドレス） 
   http://www.bunkyo.ac.jp/faculty/buwc/index.html 
 
 
 
（２）掲示板とネットニュース 
 
  不特定多数の人とのコミュニケーション 
  ＢＢＳ（Bulletin Board System） 
 
 
（３）メールマガジン 
 
  メールの自動配信サービス 
  （小泉内閣メールマガジン） 
 
 
（４）メーリングリスト 
 
  グループ内のメンバーにメールを同報配信 
 
 
（５）チャット 
 
  キーボードによるリアルタイムの会話 
  （チャット専用のホームページ） 
 
（６）データベース検索 
企業情報 
新聞情報 
人物情報 
文献情報 
 ： 

 
（７）オンラインショッピング 
 
  ・企業、メーカーが提供する商品 
 
  ・個人が提供する商品（ネットオークション）  
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（ネット会議など） 


